
◆「お久しぶり」のひと言から 

最近、「お久しぶりです！」という言葉
をよく耳にします。 
研究室の卒業生からの連絡が増えている
のです。「久しぶりにお会いしたい」
「仕事の相談があって」といった連絡の
背後には、それぞれの人生の節目や、も
う一度つながりたいという静かな想いが
感じられます。 

　 

◆再び動き出す時間 

ある卒業生からのメールに「学生時代の
研究を生かしたプロジェクトを立ち上げ
ようと思う」とありました。その言葉
に、彼のまっすぐな目がふとよみがえり
ました。「久しぶり」は、止まっていた
時間が再び呼吸を始める合図のようなも
の。そこから未来への一歩が動き出すこ
とも少なくありません。 

　 

◆私自身も「久しぶり」に救われて 

定年退職後、早稲田のキャンパスを離れ
てからも、「久しぶり」に何度も背中を
押されました。OBOG会での再会、SNSで
の思わぬメッセージ、石垣島を訪ねてく
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れた卒業生たち。それらの出会いが、
「次に自分が何をすべきか」を考える
きっかけとなっています。 

　 

◆誰かに声をかけたくなるとき 

社会のスピードに流されて、立ち止まる
ことさえ難しい日々。そんな中でふと、
「誰かに連絡してみようかな」と思った
ときに始まるのは、昔の時間ではなく、
これからの時間かもしれません。 

　 

◆新聞も「再会」の場に 

「ひとしの森新聞」も、そんな“久しぶり”
のきっかけになれたら嬉しい。かつての
仲間や自分自身の原点と、ふとつながる
時間。その風が、誰かの心にそっと灯り
をともせたなら、こんなに嬉しいことは
ありません。 

　 

◆さて、あなたにとっての“久しぶり”は？ 

誰かの顔が思い浮かんだら、どうか一
度、声をかけてみてください。 
未来は、そうしたささやかな一歩から、
ふと動き出すものです。 
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